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評価日 平成27年2月26日 評価日 平成27年3月9日

評価者・組織 学校評価委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

主体的に考え，
表現し，伝え合え
る能力の育成

自覚的実行力の意識化
を図り、主体的な学びの
構築する・個の見取りの
徹底

児童の話す・聞く態度
の変容・児童の学習意
欲の変容

児童は，勉強が分かる
と回答・ねばり強く学習
できていないと回答

読書の習慣化 １００冊読書の定着
朝読書の確実な実施

読書に対する意識・意欲
の変容・読書冊数・移動図
書館等貸し出し状況

読書１００冊は，８０％以上達
成。昨年度より全体数は増加
している ⇒ ⇒

家庭学習の習慣
化

学校だよりによる啓発活
動
家庭学習の仕方の提示

家庭学習の習慣化の
変容

児童は，家庭学習をして
いるが，保護者から見た
習慣化の実現度は低い

望ましい言葉づ
かいや挨拶の徹
底

いろいろな場面での発信
と地域ぐるみの取組

子どもが進んで挨拶を
すること・丁寧な言葉づ
かいをすること

あいさつの実現度は高
い。言葉遣いの実現度
は低い

やらなければなら
ないことやりたい
ことへの意欲向
上

ボランティア活動の実践
自覚的実行力の実践奨
励

家の仕事の手伝いをす
ること

家の仕事の児童の実
現度は低い ⇒ ⇒

協働活動を通し
た豊かな心の育
成

・人権の木の取組～行
動
・保護者・地域との体験
活動・VS行事の実施

・人を大切にすること
・きまりや約束を守るこ
と

「できている」児童の割
合は高い。大人からの
評価は、高くない

基本的生活習慣の
確立等健康な生活
を作り出そうとする
こと

早寝・早起き・朝ごはん・
歯磨きの呼びかけ
学校保健委員会開催

早寝・早起き・朝ごは
ん・歯磨きなどできてい
ますか

実現度は、高い・早寝の実現度は
低い。学校保健委員会への保護者
の参加が増加

体力の向上 ・遊びやスポーツを通し
た運動の習慣化
・運動交流に向けた取組

・元気よく運動したり遊んだりしてい
ますか・交流会への参加状況及び
体力テストの結果

・運動をする実現度は高い
・校外のスポーツ活動に向けて練習
頻度は高くなっている ⇒ ⇒

⇒ ⇒
休日や長期休業
中の学習や体験
活動

休日や長期休業日にほ
とんど体験活動を設定し
ている

休日や長期休業日に
学習や体験活動を行う
こと

地域の重要な行事や
興味深いと感じた活動
への参加率は高い。

４

安全で学習しや
すい環境であるこ
と

・塾通いの増加や児童が学
習に向かおうとしない雰囲
気になっていることが気に
かかる。確かな学力の定着
や学ぶ意欲を高めることを
お願いしたい。

・児童の主体的な学びへ
とつながる農業・林業や
地域を生かした体験活
動への協力をしていきた
い。
・学校図書館のよりよい
活用に向けての環境整
備などを進めるため，学
校運営協議会でも協力し
ていきたい。
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　２回目評価 学校名(　　　静原小学校　　　　)

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価
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・課題課題を見つけ，問題解
決の意識をもって学習していく
ことが不十分である
・読書したことをきろくにつけて
いくことが定着した
・考えを発表することについて
意見交流も含めて活発にして
いる
・家庭学習は、出来ていないと
の回答が３分の１ほどある。

・授業の中で問題解決していく
ことの面白さを味あわせ，授
業外でも探究し続ける児童の
育成をあ目指した指導をすす
める。
・基礎・基本の定着に向けた
取組の共通理解と児童の探
究心を伸ばす取組の共通理
解をすすめて、全校体制で進
める。

　総括・次年度の課題

・確かな学力の定着に向け、自覚的実行を意識して，主体的に取り組む姿勢が多くなってきた。主体的に読書に取り組み，１００冊を超える児童が昨年より大きく増加した。学校体制で進めると学力向上に向けて効果的に進むので，
　さらなる取組の充実を図り，教員の発問の仕方や授業構成等の改善を図っていく。
・児童や家庭の実態を踏まえて，休日や長期休業中の体験活動のよりよい計画の見直を図っていく。
・学校評価を通じ，保護者や地域の方に本校の教育活動について，理解を深めていただくことができた。
・学校評価の視点にあった評価項目になっているか，次年度に向けて点検していくことが必要。
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・教職員，PTA，地域と共
にする環境整備
・見守り活動
・学校を使っての様々な
取組の実施

・学習しやすい環境で
あること
・学校が安全であること

・取組の充実、回数も多く
人的環境協力体制が確立
している
・教室や校地には限りが
あり、広くならないが、整
備している

・学習環境，安全について
は整備されたり地域協力
を得られたりできている。
・休日や長期休業中の体
験活動は、必要性のある
ものや興味深いものにつ
いては参加率が高くなる。

・学習環境や安全については
点検をしっかりし、気づいたこ
とにはすぐに対応していきた
い。
・より良い学習に向けて、地域
の方々の協力はありがたい。
うまく協力していただけるよう
に計画的に進める。

・早寝・早起きから考えて，睡
眠時間の確保が気になる
・みんなで元気に体を動かす
ことを楽しみにして児童が進
めようとするようになった

・保健室だよりだけでなく，早
寝・早起き・朝ごはんについて
学級通信等でも積極的にト
ピックとして取り上げる。
・楽しく体を動かす活動が確
実に進むように学校全体で児
童を見取り声かけをする。

・言葉づかいや挨拶などの実
現度は児童に比べて、大人か
ら見た実現度は低い。
・なかまの日の講話を聴き、
みんなで人権の木を育ててい
く取組が進んでいる。なかま
通信を毎月発行できた。
・自らボランティ活動をする場
面は増えた。家での仕事の実
現度は低い。

・言葉づかいについては，見
逃さない指導を徹底する。校
内での共通行動をする。
・自覚的実行力の実現場面の
紹介を進める。個の見取りの
充実をはかる。
・ボランティア活動、体験活動
への積極的な参加を勧める。

・自動車の運動場への
乗り入れの仕方について
改善されている。
・地域行事の色彩の濃い
体験活動について、でき
るだけ参加しようという雰
囲気で進められている。

・地域行事や休業中の
体験活動など学校通信
やホームページで取り上
げていただいていること
で地域の協力体制に影
響を与えることができる。
発信されていることを楽
しみにしている。

・寝るのが遅く、起きるのが早いと睡
眠時間は確保できない。学習に集中
できないことや精神的に不調にならな
いか心配。
・学校に楽しく通えることは大事なこと
である。

・寝る時刻・起きる時刻の調
査をして、睡眠時間を確か
め，一日を精力的に過ごせ
るように導くのがよい。朝か
らすっきりとして登校できる
ように働きかけていただきた
い。

・体験活動や地域学習で
の児童との関わりをもつ
が、しっかり話したり聞い
たりしている。
・普段の何気ない時間で
も児童とよく関わることが
あり、児童の事が分かる
ようになっている。

・ボランティア活動や体
験活動などは，学校運営
協議会がサポートしてい
く。
・学校運営協議会の活
動と学校教育活動の関
連付けを理事会でも考え
ていきたい。


